
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 
新年明けましておめでとうございます。 

令和となって初めての新年を迎えました。今年も皆様にと

って素晴らしい年になることを願っております。 

都筑区は昨年で区政 25 周年を迎え、人口も 21 万人

となりました。平均年齢は 42 歳と横浜市で最も若い区

になっています。その都筑区もこれから 15 年の間に急

速な高齢化が進むと言われています。 

高齢化社会のニーズに合わせて、老健・特養・サービス

付き高齢者住宅・グループホーム・有料老人ホームなど高

齢者向けの施設が多様化しています。それぞれの施設の役

割も様々です。皆様にも施設の役割を知っていただき、「自

分の在宅生活の方向性は自分で選択していく」という気持

ちを持って、様々なサービスを上手に選択、利用していた

だけたらと思います。 

老健は医学的管理の下、看護・介護を提供する施設で

す。また、在宅生活の為のリハビリの役割も担っています。

国の位置づけでは「病院と在宅の中間施設」であり、終身

施設と言われる特養とは異なった役割を持っています。 

当法人も開設時から地域の皆様に支えられながら、34

年を迎えることができました。開設時より地域高齢者が家

族、地域と繋がりながら安心して過ごすことが出来るよう

にと医療、介護体制を整え地域連携作りにも注力してきま

した。病院では入院、外来、リハビリ、往診を行い、老健

では入所、短期入所、通所リハビリを行い、目標を設定し

生活力を上げるためのリハビリを中心に、医療・介護を提

供しています。また、当法人を利用している方、今後利用

しようと考えている方の一つひとつの声に耳を傾け、その

方の困りごと等の解決の一助になれるよう総合相談室を

設置しています。お気軽に相談していただけたらと思いま

す。今後も我々は地域の皆様に支えられているという気持

ちを大切にしながら、サービス提供に努める所存です。今

年も楽しく元気でお過ごしいただけますようお祈り申し

上げます。 

若葉会事務長 中野和嘉 

目次 
○秋祭り ……………………… 2.3 

〇職員紹介インタビュー ……… 4.５ 

〇リハビリ ………………………… ６ 

○相談室 …………………………… ７ 

○年間行事 ………………………… ８ 

お知らせ 

当法人のホームページをリニューアル

してから早３年が経ちました。最近で

は“入所前の情報として見た”“ホー

ムページを見て就職しようと思った”

などなど、徐々にホームページの効果

が出てきたと実感しています。そこ

で、更なる充実を目指してアンケート

を実施させていただきます。今回同封

していますので、ぜひご協力いただけ

たらと思います。 

よろしくお願いします。 

  広報委員会 
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美
味
し
か
っ
た
屋
台
食
。
焼
き
そ
ば
も
早
々
に
売
り

切
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
店
が
完
売
御
礼
で
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、

人
気
三
屋
台
を
ご
紹
介
。 

 

投
票
数
十
二
票
獲
得 

第
二
位 

豚
汁 

 
 

 
 

 

出
汁
巻
き
玉
子 

 
 

 
 

 

か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン 

 

投
票
数
十
三
票
獲
得 

 

第
一
位 

お
し
る
こ 

 

お
し
る
こ
が
人
気
の
出
汁
巻
き
玉
子
を
抑
え
て
堂
々

の
一
位
。
や
は
り
皆
様
あ
ん
こ
好
き
。 

             

              

テ
リ
ー
保
谷
と
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
皆
様
に
は
、 

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。
秋
の
日
和
で
し
た
が
、
会
場
は
さ
な

が
ら
ハ
ワ
イ
。 

曲
の
合
間
で
は
二
階
職
員
、
看
護
師
長
も
飛
び
入
り

参
加
し
、「
い
つ
で
も
夢
を
」
を
大
熱
唱
。
絶
妙
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

職
員
に
よ
る
虹
ク
イ
ズ
大
会
に
、 

力
出
し
切
っ
た
職
員
有
志
の
ソ
ー
ラ
ン
節
。 

巴
会
の
皆
様
に
よ
る
日
本
舞
踊
と
盆
踊
り
。 

利
用
者
様
や
家
族
様
の
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
姿
、

楽
し
そ
う
に
歌
い
踊
る
姿
を
み
て
、 

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
笑
顔
を
結
ぶ
レ
イ
ン
ボ
ー
な
秋
祭

り
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
年
の
秋
祭
り
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

 

売り切れ御免＆二位で残念侍 

ハワイアンで「いつでも夢を」 

日本舞踊＠巴会様 二度目のソーランきつかった 
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☆
令
和
元
年
秋
祭
り
瓦
版
☆ 

（
あ
る
日
の
ブ
ロ
グ
よ
り
一
部
抜
粋
） 

 

令
和
元
年
十
月
二
十
日 

日
曜
日 

若
葉
祭
り 

秋
祭
り
「
令
和
レ
イ
ン
ボ
ー
」 

 

雨
が
上
が
り
、
天
気
の
神
様
が
秋
祭
り
を
祝
っ
て
く

れ
ま
し
た
～
～
～
（
委
員
長
冷
や
汗
・
・
・
）。 

令
和
元
年
秋
祭
り
す
べ
て
伝
え
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
令
和
レ
イ
ン
ボ
ー
」
で
し
た
。 

な
ぜ
レ
イ
ン
ボ
ー
な
の
か
？
？ 

そ
れ
は
、
毎
年
恒
例
の
綿
菓
子
を
、
巷
で
流
行
っ
て

い
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
綿
菓
子
」
に
し
よ
う
と
決
め
、

新
元
号
「
令
和
」
を
合
わ
せ
て
語
呂
良
く
「
令
和
レ

イ
ン
ボ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。 

             

               
当
日
は
沢
山
の
ご
家
族
様
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
装
飾
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？ 

虹
の
門
を
く
ぐ
る
と
そ
こ
は
空
の
上
。 

ハ
ー
ト
の
雲
が
浮
い
て
い
た
り 

風
船
で
空
を
飛
べ
た
り
、 

ご
利
用
者
様
も
ご
家
族
様
も
揃
っ
て
笑
顔
で
写
真
撮

影
を
た
く
さ
ん
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て 

青
空
の
中
へ
と
進
む
と
、
た
く
さ
ん
の
気
球
が
空
を

飛
び
、
皆
様
を
新
た
な
元
号
の
「
令
和
」
の
雲
が
浮

か
ぶ
、
大
空
へ
と
い
ざ
な
い
ま
し
た
。 

屋
台
は
昨
年
か
ら
３
店
舗
変
更
し
て 

 

五
平
餅
、
つ
く
ね
、
揚
げ
タ
コ
焼
き
（
新
）、 

豚
汁
、
お
し
る
こ
、
レ
イ
ン
ボ
ー
綿
菓
子
（
新
） 

焼
き
そ
ば
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
（
新
）、 

だ
し
巻
玉
子
、
飲
み
物
、
か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン 

 

ふ
れ
あ
い
隊
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
今
年
も
無
事

に
全
十
一
店
舗
開
店
出
来
ま
し
た
。 

 

人
気
の
だ
し
巻
玉
子
は
着
物
姿
の
三
階
ス
タ
ッ
フ

（
元
料
理
人
）
が
作
り
、
即
完
売
。 

 

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
今
年
は
「
ピ
ン
ボ
ー
ル
」 

今
年
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
も
ら
え
る
商
品
が
可

愛
か
っ
た
。 

             

虹の門  

ハートの雲と「はいチーズ！」 

大空に浮かぶ令和の雲と 
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若葉が丘 スタッフ紹介 

名前：高橋 正元   担当フロア：通所リハビリ 

生年月日：2 月 6 日          

職  種：介護職         勤続年数：1 年 5 か月 

この仕事に 

就いた 

きっかけ

は？ 

私は鉄道会社とそのグループ会社を定年退職し、昨年若葉が丘に転職しまし

た。動機は、娘が介護職をしていることもあり、今までとは違う職種をしたい

ことと、誰かに役立つ仕事をしてみたいとの気持ちからこの仕事に就きまし

た。人と人との係わり、日々のコミュニケーションの必要性を大切に頑張って

います。 

「明るく、楽しく、元気よく」をモットーに「自ら考え自ら行動する」こと

を実践しています。趣味はトレッキングです。丹沢山系が近いものですから

山登りを年に数回行っています。50 歳を過ぎてから毎年富士山に登ってい

ます。一昨年の夏に小学生の孫二人と家族で登山しました。 

あなたの 

セールス 

ポイント 

趣味は？ 

「その日の事はその日のうちに」解決することで解消しています。そして、「来

る人拒まず去る人追わず」の精神です。自分が楽しくなければ相手はもっと楽

しくない」と考えています。これからも年齢に負けることなく体力の続く限り

至誠一貫で頑張ります。 

ストレス 

解消法 

は？ 

私自身、年齢を重ねる上で、当然の事ながら、両親および親族などの身

内も更に年齢を重ね、「介護」という現実が待ち受けるようになってきた

ことが、この仕事に就くきっかけになりました。 

趣味はテニス、野球観戦、海外旅行。 

行ったことがないのは中東、アフリカ。世界制覇したいです。 

未経験でこの仕事に就きましたが、経験してわかった事は、「見る」と「や

る（＝実践）」では、全く要領が異なるものであり、介護職員の仕事が重

要で大変な仕事であるということを実感しました。 

4 

 

この仕事に 

就いた 

きっかけは？ 

あなたの 

趣味は？ 

仕事の 

大変な事や

嬉しかった 

ことは？ 

名前：堀江 明生  担当フロア：通所リハビリ 

生年月日：11 月 18 日        

職  種：介護職        勤続年数：3 か月  
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若葉が丘 スタッフ紹介 

名前：北原 千穂  担当フロア：リハビリ 
生年月日：8 月 1 日         

職  種：作業療法士        勤続年数：6 か月 

仕事に 

就いた 

きっかけ 

職歴は？ 

セールス 

ポイント・ 

趣味は？ 

 

忘れがたい 

エピソード

は？ 

祖母がデイサービスに通っていた時「面白くない所に、行きたくない」とすぐ

にやめた事から、高齢者の方が楽しく通える居場所を作りたいなと思いこの仕

事を選びました。職歴は病院 3 年,老人保健施設 10 年以上の経験があります。 

セールスポイントは笑顔です。「とびきりの笑顔ができます」とアルバイトの

面接で言った事もあります。趣味は、本屋・手芸屋さん巡りや文房具屋さんも

大好きです。たくさん買ってしまうこともあります。 

病院に勤務している時、頚部骨折をした利用者さんのメンタルケア目的の作業

療法に関わりました。「お花を一緒に育てませんか？」と声をかけ、お花のお

世話を一緒にする事で元気を取り戻し、無事に退院されお手紙を貰った事があ

ります。 

名前： 村田 真由子  担当フロア：2 階 
生年月日： 3 月 4 日             

職  種： 介護職          勤続年数： 1 年 

高校の部活動で、高齢者施設に訪問し音楽レクをする機会があり、仕事でも

誰かに感謝してもらえる仕事に就きたいと思ったのがきっかけです。職歴は、

特別養護老人ホームに 3 年半,サービス付き高齢者住宅に 1 年,老人保健施設

に 1 年です。 

散歩で気持ちと身体をリフレッシュさせています。歩いた後の万歩計の数字

を確認するのが楽しみです。長距離ドライブもストレス解消になっています。 

嬉しかった事は、自分の介助に対して「ありがとう」と言って頂けたことです。

この仕事をしていて良かったなと思う瞬間です。 

大変なところは、利用者様にかける声掛けです。声掛けによって相手の気持ち

も変わるので、あとで後悔する事もあります。 

仕事に 

就いた 

きっかけ 

職歴は？ 

ストレス 

解消法は？ 

嬉しかった 

こと 

大変な 

ところは？ 
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若葉が丘リハビリ 

 

集団リハビリでは、体操や歌などのプロ

グラムをセラピストとメンバーが一緒に

頑張り、楽しみながら行っています。 

皆様で行うことで、より意欲を持って取り

組まれています。前向きな気持ちになった

り、励まし合ったりと皆様で行うことのパ

ワーは素晴らしいものがありますね！ 

☆ 足を上げてワン、ツー ☆ 

♬ 郷愁誘う歌を生演奏で ♬ ☺ 手を伸ばして気持ちいい ☺ 
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毎年敬老の日に合わせて日本の高齢者人口が統計局から発表されます。日本の総人口は 1 億 2617 万人

（2019年9月15日現在推計）と前年に比べ 26万人減少している一方、65歳以上の高齢者人口は 3588万人と、

前年に比べ 32万人増加しています。総人口に占める割合は 28.4％と過去最多となりました。 

超高齢社会とは？ 

超高齢社会とは、65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会を指します。65 歳以上の人口

が、全人口に対して 7％を超えると「高齢化社会」、14％を超えると「高齢社会」、21％を超えると「超高齢社会」

と呼ばれます。日本は、1970 年に「高齢化社会」に突入しました。その後も高齢化率は急激に上昇し、1994 年

に「高齢社会」2007年に「超高齢社会」へと突入しました。 

2025年 高齢者 5人に 1人が認知症の時代へ 

平成 29年度高齢者白書によると、2012年は認知症患者数が約 460万人、高齢者人口の 15％という割合

だったものが 2025年には 5人に 1人、20％が認知症になるという推計もあります。 

認知症について 

認知症とは、一度正常に達した認知機能が後天的な脳の障害によって持続性に低下し、日常生活や社会

生活に支障をきたすようになった状態をいいます。 

〇認知症の症状 

認知症の症状は、中核症状と行動・心理症状（周辺症状）の 2種類に分けられます。中核症状の代表例と

して、記憶障害（新しい事柄を覚えられない）、見当識障害（時間や場所、人物の顔がわからない）、判断力障

害（論理的思考ができなくなる）、実行機能障害（順序だって物事を進められない）などが挙がります。 

中核症状の進行状態やその方の本来の性格、身体症状や生活環境など複数の要素に左右されます。その

ため、現れる周辺症状には大きな個人差があります。代表的な症状には、妄想・失禁・不潔行為・幻覚・異食・

不安、焦燥・睡眠障害・抑うつ・介護抵抗などがあります。認知症が進行すると、中核症状とともに行動・心理

症状も悪化するため、次第に日常生活にも支障をきたすようになります。 

〇認知症と物忘れの違い  

認知症は、老化現象のひとつである良性の物忘れと混同されがちです。しかし物忘れはきっかけがあれば思

い出せるのに対し、認知症はきっかけがあっても思い出せないという違いがあります。たとえば、食事の際には

次のような違いがあります。 物忘れ 何を食べたか思い出せない  認知症 食事をしたこと自体を思い出せ

ない 

〇認知症の分類 

・変性性認知症：脳の神経細胞が変化することによって発症する認知症。アルツハイマー型認知症、レビー小

体型認知症、認知症を伴うパーキンソン病、前頭側頭型認知症などが含まれます。 

・二次性認知症：なんらかの外傷や病気を原因として発症する認知症。脳血管性認知症、正常圧水頭症、慢

性硬膜下血腫、脳腫瘍などが含まれます。 

特にアルツハイマー型認知症とレビー小体型認知症、二次性認知症である脳血管性認知症の 3つが認知

症の原因として多く、認知症全体の 8割前後を占めると考えられています。 

 

日本は現在、高齢人口の急速な増加の中で、医療、福祉など増加する高齢人口、認知症患者数の問題に

対応することが、喫緊の課題となっています。若葉が丘では高齢者含め認知症状をお持ちの方が安心して在宅

生活、施設利用を行えるよう、リハビリテーション、レクリエーションを積極的に実施していきます。  

 総合相談室：深川・鈴木 
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令和２年 年間行事予定 

１月  餅つき大会・七草粥       ２月  豆まき 
 

３月  ひな祭             ４月  お花見 
 

５月  菖蒲湯             ６月  外出レク（入所） 
 

７月  七夕              ８月  夏祭り（通所）   
 

９月  敬老会             １０月 秋祭り（入所）・運動会（通所） 
                         

１１月 川和芸能文化祭（地域行事参加） １２月 忘年会・お楽しみ会（入所） 

クリスマス会（通所）・ゆず湯 
     

＊この他にもイベントが入ることがあります。その都度、掲示等でお知らせしていきます。

各イベントの詳細に関しましては、時期が近くなりましたら、フロア職員にお尋ねくだ

さい。 

 

施設からのお願い・お知らせ 

●衣類・持ち物等には必ずお名前のご記入をお願いします。 

お名前が記入していない為、所有者不明の持ち物が増えております。 

スタッフも気を付けて確認を致します。お手数ですが全ての持ち物にお名前のご記入を

お願いします。 

上着は伸縮性のあるもの、ズボンはウエスト部分がゴムのもの、靴下はむくみがある方

が多数いらっしゃる為、ゴムがゆるめのもの等、脱ぎ着しやすい衣類でお願いします。 

 

●靴が汚れた時用に洗い替えの靴の用意をお願いします。 

 

●居室にある持ち物で不用な物などがありましたらお持ち帰り頂くか、処分して良い物

があればスタッフにお声かけください。 

棚の中に着ない服や床頭台に古いお菓子等入っている事もありますので、ご面会の際

は、整理をお願いします。 

 

●感染症が流行する季節です。面会時には事務所にあるマスクの着用、手の消毒をお願い

します。また、感染拡大防止のため、発熱、喉の痛み、鼻づまり、鼻水、咳、痰などの風

邪症状、下痢、吐き気、嘔吐、腹痛などの胃腸炎症状が認められた場合には面会をご遠慮

下さい。 

 

●乾燥する季節に入っています。フロアでは乾燥予防のため加湿器設置し、加湿を行って

います。 
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